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第 4 章ではヒドラジンと NTO の燃焼噴霧を高速度撮影によって観察し、 Mie 散乱法によって実際の推薬の噴霧粒
径を算出した。第 3 章で観察した模擬液の非燃焼噴霧に比べ、推薬の噴霧は自発着火により微粒化過程に大きな影響
を受け、平均粒径は模擬液の半分程度に小さいことがわかった。





















第 4 章ではヒドラジンと NTO の燃焼噴霧を高速度撮影し、 Mie 散乱法によって推薬の噴霧粒径を算出し推薬の噴
霧は自発着火により微粒化過程に大きな影響を受け、平均粒径が模擬液の場合の半分程度に小さくなることを明らか
にしている。
第 5 章で、は推進器の解析モデ、ルを作成し、第 4 章で計測した推薬の粒径および第 3 章で計測した模擬液の粒径を初
期噴霧特性として与え、推進器の予測性能を実施している。推薬の初期粒径を大きく与えると蒸発速度が減少し、燃
焼効率が低下して推進器の性能低下につながることを示している。実際の推薬の計測値を与えた数値解析では、実測
した推進器性能に近い性能予測値を得ている。
第 6 章では得られた知見を総括している。
以上のように、本研究はこれまで例のない自発着火性推薬の燃焼噴霧を計測する手法を初めて確立し、得られた噴
霧特性から数値流体解析に必要な噴霧粒径を導いている。その結果、推進器の設計に当たってこれまでより精度の高
し、性能予測を可能にしている。よって本論文は工学の進歩に寄与するものであり、博士論文として価値あるものと認
める。
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